
１３０ 《岩窟の聖母》と《岩窟の前の聖母》 

  ロンドン版とルーブル版、その表現上の違いについて 
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さて、２枚の《岩窟の聖母》の背景を見比べて、何に気付くだろうか。 

ロンドン版の方は、岩窟のすぐ近くか、岩窟の下のような位置に聖母達がいる。 

それに対し、ルーブル版の方は、岩窟の遥か前方に聖母達が居る。 

 

何故か。 

 

理由は、第１作目が信心会に提出されたときの、受け取り拒否の理由の一つ

が、【画面が暗い】にあったから、第二作目では、これが改められ、より明るい

画調に変更されたからだ。 

 つまり、改作された《岩窟の聖母・ルーブル版》においては、上図のように、

聖母達が、岩窟の外である、岩窟の遥か前方の外部空間に移動した位置での構図



となった訳だ。 

 この第２作目を描いた画家は、レオナルド・ダ・ヴィンチではない。 

 例えば、聖母は岩窟の外の外部空間にいる。であるにも関わらず、聖母の体幹、

特に肩部分と膝部分に光が当たっていない。描画レベルが低い。 

 

 では、描いた画家とは誰なのか。順当に類推するなら、レオナルドがミラノを

脱出した後、アトリエに残されたのは、第１作と弟子達だ。 

仮に、裁判仲裁を依頼されたルイ１２世が、弟子達に対し、第１作のコピーを

描かせたのなら、第１作は不要となり、労せずしてルイ１２世は、レオナルドの

真筆を入手可能だ。 

 ルイ１２世は、仲介の労をとっても、その見返りは大きかったはずだ。 

 

 このルイ１２世の策略の最大の失敗は、改作時に、内容を新約聖書の【キリス

トの洗礼場面】としたことだ。 

 

 聖母無原罪御宿り信心会にとって、描いて欲しいのは無原罪の聖母なのに、 

【キリストの洗礼場面】に、聖母の出番はない。 

 

 何故、【イエスの洗礼場面である】と判定できるのかというと、イエスの方が

預言者から洗礼を受け、また手前には、水辺が描き加えられているからだ。 

 

 つまり、【聖母無原罪御御宿り信心会】は、このような内容の祭壇画では、受

け入れられなかったのだ。 

 

 受け入れてもらえなかった《ルーブル版・岩窟の聖母》を、ルイ１２世が引き

取り、現在、ルーブル美術館にあると推測するのが順当ではないか。 
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